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報 文

液晶を固定相と し九ガス クロ マ トグラ フ ィ
ー にお け る

高誘電率妨害成分の 直流電場印加法 に よる除去
＊

渡部 勝憲 
， 鈴木 繁喬＊＊

， 荒 木 　峻 ＊＊＊

（1979 年 12 月 26 日 受 理 ）

　液 晶 を 固定相に し た 分離 管 （カ ラ ム ）に 直 流 電 場 を 印 加 す る と，試 料 中 の 特 定 成 分 が 吸 着 さ れ る．こ

の 現 象 は 液 晶 が ネ マ テ ィ ッ ク 配 向で あ る こ と ， 電 場 の 強 さ と比 誘 電 率 に 比 例 し て 吸着量が 増す こ と な ど

が 分 か っ た 4）S）．　 そ こ で ， こ の 現 象の 分 析 化 学 的 応 用 の 一
つ と し て

， 高誘電率成分 と 共存 す る低 誘電 率

成 分の 分 析 を 試 み た ．こ れ は 通 常 の 方 法 で は，低 誘 電 率 成 分 の 分 析 の 際 に 高誘電 率成分が 妨 害 と な り，

定 量が 不 可 能 な場合 に ， 電場を 印 加 した カ ラ ム を 用 い て 高 誘 電 率 成分 を 吸 着 させ ，低 誘電率成分 の み 溶

出 さ せ ，定 量 す る も の で あ る．こ こ で は 食 用 油 と 共存 す る 数 種の 芳香族炭化水素の 分 析 に 用 い
，

こ の 結
果 を 基 に ポ リ ス チ レ ン 容 器 に 保 存 さ れ て い る 揚 め ん に 含 ま れ る ス チ レ ン な ど の 分 析 を 行 っ た．

1 序 論

　液 晶を ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

の 固定相 に 用 い る と芳

香 族異性体 の 分 離 が 効 果 的 に 行わ れ る こ とが 報告 さ れ て

い る 1｝
’
S），又 ， 液 晶 は そ の 等方性液体 に 比 べ て 蒸気圧 ，

粘性 が 小 さ い な ど固 定相液体 と して 用 い る場 合の 有利 な

特性 を 持 っ て い る ．著者 らは 液晶の 電場 効果 に 注 目 し，

液晶 を 固定相 と した 分離管 （カ ラ ム ）に 直流電場 を 印

加す る ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に つ い て検討を 行 っ て き

た 4）5）． カ ラ ム に直流電場 を 印加 す る と，試 料 中 の 特定

成 分 が カ ラ ム 内に 吸着され る こ とを 見い だ し ， こ の 現象

は ネ マ テ ィ ッ ク液晶 下 で 起 こ る こ と，吸着量 は 電 圧 に 比

例 して 増加 し，か つ 吸 着成分 の 比誘導率に 比 例 し て 増 す

こ とを明 らか に しtt　4）　fi）．

　本報 で は ， こ れ ら の 知見に 基づ き，吸 着現象の 応用 の

一
つ と して ， 高比誘電率成分 と共存す る微 量 の 低 比 誘電

率成 分 の 分析 へ の 適用を試 み た．こ れ は ， 低比 誘電率成

分 を 定量す る際 に 共存す る 高比誘電率成分 が ク ロ マ トグ

ラ ム 上 分離され ず妨害 と な る場 合，直流電 場 を 印加 す る
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こ と で ， 多量 の 高比 誘電率成分を吸着 させ
， 低比 誘電率

成分 の み を 溶出 させ ，定量す る もの で あ る．こ こ で は ，

食用油中に 共存す る 芳香族 炭化 水素類 の 分析を 検討 し，

実際例と し て イ ン ス タ ソ ト食品 用 ポ リス チ レ ソ 製容器 に

入 っ た 揚 め ん 中に 含 ま れ る r 一チ ル ペ ン ゼ ン
ゴ ス チ レ ン な

ど の 分析 を 行 っ た ．

2　装 置

　 ガ ス ク 卩 マ トグ ラ フ に は ， ガ ラ ス 毛 管 カ ラ ム が 取 り付

け られ る よ う 改 造 し た F ＆ M810 型 （水 素 炎 イ オ ン 化

検出器 付 き） を 用 い た ．電 場 を 印 加 す る カ ラ ム は ， ガ ラ

ス 毛 管 の 内部 に 金属線 （ニ ッ ケ ル 線 ， OJ25mm φ， 日 本

電 球 社製）が 同 軸 状 に そ う入 さ れ て お り，又 毛 管外壁 に

は 導電 性 樹脂 （シ ル ペ ス ト P−246，徳 力 化 学 研 究所 製）
が 塗布 さ れ て い る・固定相液体 と な る液 晶 は ， 溶液 に し

て こ の カ ラ ム 内 を 通 過 さ せ ， 窒 素 を通 し て 溶媒 を 除去 す

る こ と で 毛 管 に 塗 布 し た ・直 流 電 源 に は 光 電 子 増 倍 管 用

電 源 （浜松 テ レ ビ 製モ デル HD ）を 用 い ， 電場 は 金 属 線

と 導 電 性 樹 脂 と の 間 に 印 加 し た．

3　ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ 条件

固定相液体 ：P一ア ゾ キ シ ジ ア ニ ソ
ー

ル （4A
’一ジ メ ト

　　　　　　キ シ ア ゾキ シ ペ ン ゼ ン ）

カ ラ ム ： O・35・mm 　 i・　d・xO ．80　rnrn 　o ．　d．　x 　40　m
，

　　　　　　 ニ
ツ ケ ル 線 （0・125mm φ）

試料 導 入 部 温 度 ： 200 °C
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恒温そ う温度 ： 120 °C

水素炎 イ オ ン 化検 出器 ：230 °C

キ ャ リ ヤ
ー

ガ ス ： 高純度窒素

水素流量 ： 20ml ／min

試料導入 昆：： Ipl （ス プ リ ッ ト比 ，
1 ： 20）

4　結果及 び 考察

　4 ・1　含酸素化合物 の 吸着挙動

　食用油中に 含ま れ る低沸点成分 に は 油 脂 の 酸化分解生

成 物と し て の 含酸素化合物が 予想 され る こ とか ら，エ ス

テ ル 類 （酢酸ブ チ ル
， 酢酸 ア ミル ，酢酸 ヘキ シ ル ）7 ア ル

デ ヒ ド類 （ヘ キ サ ナ
ー

ル ，ヘ プ タ ナ
ー

ル ，2一エ チ ル ヘ キ

サ ナ
ール

，
フ ＝ニ ル ア セ トア ル デ ヒ ド）， ケ ト ソ 類 （メ チ

ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン
，

エ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン
， ジ イ ソ

プ 卩 ピ ル ケ ト ン ）計 10 種類 の 化合物 に つ い て 吸着挙動

を検討 した ．p一ア ゾキ シ ジ ァ ニ ソ
ール を 固 定 相液体 と し

た カ ラ ム （ニ
ッ ケ ル 線入 り）を用 い て ， 各化合物 の 濃度

0．2 ％ ，2．0％ の エ ーテ ル 溶液 lpl を 注入 し た．得 ら

れ た ク ロ マ トグ ラ ム に は ，
Fig ．1 に 示 した よ うに

，
150

V 印加す る こ と で 濃度 2 ％ の 試料 に お い て も完全 に 吸

着され ， 溶媒 の ピ ー
ク だ けが 認 め られ る．こ の よ うに ，

ア ル デ ヒ ド， ケ ト ン ，エ ス テ ル 類 な ど の 含酸素化合物 は

ク ロ マ ト グ ラ ム 上 か ら 完全 に 消去 さ れ る こ とが 示 され

た ．

　4・2　芳 香族 炭 化 水素類 に 対する電場 の 影響

　 エ チ ル ベ ン ゼ ン
，

ス チ レ ン ，
α 一メ チ ル ス チ レ ソ の 検 量

線 へ の 電場 の 影響 に つ い て ，
0 か ら 150V 　ま で の 電圧

の 範囲 で 検討 し た ． エ チ ル ベ ン ゼ ン
，

ス チ レ ン ，
α
一

メ

チ ル ス チ レ ン を 64ppm
，
　 160　ppm ，

800　ppm ，2000　ppm

に な る よ うに ジ エ チ ル エ
ー

テ ル で 希釈 し， 試料 と し た．

一」
ua

　 　 O　　　　 4

　 　 Time，　 min

Fig．1a　Chromatograms 　of 　oxygen 　contained 　com −

　　　　 pounds

　 　 　 　 （1） Hexanal ；　 （2） HePtana 且；　 （3） Pheny 且 acetal ．

　 　 　 　 dehyde ；　 （A ）WitheUt　 elec しric 　field；　 （B） Applied

　 　 　 　 e1Dctric 　field　（150 　V 　D（】）；　　 Sample 　 size ： lF1　（2 ％

　 　 　 　 solutiOn 　in　ether ）

」
一

〇　　　　 2　　　　 4

　 　 Time，　 mln

Fig．1b　Chromatograms 　of 　oxygen 　contained 　com ．

　　　　 pounds

　 　 　 　 （り　Ethyl　isobu 匡yL　kctone ；　　（5）　2−Ethylhexanat ；

　 　 　 　 Other　conditiOn5 　as 　in　Fig．　la

　　　　」
　 　 　 　 　 　 　 −
　 　 　 　 　 　 　 0　 　　 　 2　 　　 　 4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Time ，　 min

Fig．1c　Ghtomatograms　of 　oxygen 　contained 　com ．

　　　　 poundS

　 　 　 　 （6）Methyl 　isobutyl　kctonc； （7）Dlisopropy且 kctone ；

　 　 　 　 Other　COnditions 　as　in　Fig．且a

各試料 の 検 量 線 を Fig．2 に 示 し た ．こ の 3 種類 の 化合

物の 応答 は 誤差範囲内 で
一

致 し て い た． Fig ．2 よ り明

らか な よ うに ， 電 場 の 有無 に か か わ らず検量線 は直線 と

な っ て お り， 電場 を 印加 し て も上述 の 3 種類 の 化 合物は

十分定量 で き る こ とが分か っ た．こ の 定 量 で の 変動係数
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Fig．2

1

100　 　 200

Calibration

carbonsSamp

【e　 size ：

clectrlc 　field；
DG ｝三　Sample ：

500　　　10DO　　　2000

Concentratiun，　 ppm

curves 　 of 　aromatic 　hydro ・

1F1 （eLher 　 snlu 【ion）；　 （A） Wi 出 out

（B）Applied　 e 且ec 【ric 　 fiじ1d｛（50−−150）V
EthylbenZcnc，　styrcnCt 　a −nlethyk ［yren ヒ

は 2 ％ 前後 で や や 大 きい 値 を 示 した．Fig ・2 中 の 電場

を 印加 した と き の 検量 線 （B ） と印 加 しな い と きの 検量

線 （A ） とで 差 異 が 現 れ て い る の は ，ス プ リ ッ ト比 が 変

動 して し ま っ た た め で あ る ．

　 次 に ， 含酸素化合物 の 存在下 で の エ チ ル ベ ン ゼ ン ，ス

チ レ ン ， α
一メ チ ル ス チ レ ン の 定量 に つ い て 検討 し た ．酢

酸 エ ス テ ル 類 の 添 加 比 を 芳 香 族炭化水 素 に 対 して 「倍か

ら 45 倍ま で 変化させ た 結果 で は Fig．3 に 示 した よ う

に 150V 印加 す る こ とで ， 妨害 とな る酢酸 エ ス テ ル 類 の

ピーク は ク 卩 マ ト グ ラ ム 上 か らは 消去 さ れ，ス チ レ ン な

どの ピーク の み が ク ロ マ ト グ ラ ム 上 に 残 っ た ．こ れ ら の

ピ ー
ク か ら検量線を 用 い て 得 た 定量 結 果は 添加量 と よ く

一
致 し た ．

　4・3 　食用 油 中に 溶 存 す る ス チ レ ン な ど の 分析

　4・1
，
4・2 の 結果 か ら， 含酸素化合物と 共存す る 芳香

族 炭化水素 の 分 析が可 能 で あ る こ とが 示 さ れ た の で ，次

に 食用油中 の 芳香 族 炭化水 素 分 析用 標準液 を 調製 し，実

験 を 行 っ た ，

　4・3・1　標準液の 調製　　天 ぷ ら油約 3009 を 蒸留 し，

200 °C ま で の 留 分 を 捕 集 し，そ の 留分を ジ エ チ ル エ ーテ

ル 約 3m1 で 抽出 し， 無水硫酸 ナ ト リ ウ ム 層 に 通 した ．

こ の エ
ー

テ ル 溶液 に ，
ス チ レ ン

，
エ チ ル ベ ン ゼ ン ，

α
一

メ

チ ル ス チ レ ン の
一

定 量 を 添加 し，5ml に 希釈 し た． こ

れを芳香族炭 化水素分 析用 の 標準液 と した ．

〔1）

　　　」 　　　　　　
　 　 　 　 　 　 一

　 　 　 　 　 　 〇　 　 2　　 　4

　 　 　 　 　 　 　 Time，　 mi 皿

Fig．3　Chromatograms　 of 　 aromatic 　 hydrocarbons

　　　　 coexisting 　 with 　 esters 　 of 　 acetic 　 acid

　 　 　 　 （D　BUtyl 　 acetate ；　 （2） AmyL 　 acetate
；　 （3） Hcxy 且

　 　 　 　 acetate；　 （4）　EthylbenZcnc；　 （5）　Styrene；　 （6）　a −

　 　 　 　 Mcthylstyrene ；　 Sampre 　 size ： Ipl （e 山 er 　 soLUtion ）；

　 　 　 　 Ratio 　or 　aro 皿at 苴c　hydrocarbons 　to　 estcrs 　is　1 ；8．
　 　 　 　 （A）Without 　 electrie 　field； （B ）Applied 　 elect 【ic　 field

　 　 　 　 （150VDC ）

　 各 成 分 の 濃度を 250ppm に した 標準液 の ク 卩 マ ト グ

ラ ム を Fig．4 に 示 した．　 Fig ．4 中 に は 多 くの ピーク

が 現れ ，
ス チ レ ン な ど を 他 の 成 分 か ら分離定量す る こ と

は 困 難 で あ る．カ ラ ム に 150　V 　印加 した と きの 同
一

試

料 の ク ロ マ ト グ ラ ム を Fig ．5 に 示 し た ．こ の ク 卩 マ ト

グ ラ ム に は ， 含酸素化合物 と思 わ れ る 成 分 の ピ ー
ク は 消

去 され ， 芳香族炭化水素類 の み の ピ ー
ク が 認 め られ る．

ピーク 面積 か ら検 量 線 を 用 い て 得 られ た 濃度 は 253ppm

で
， 変動係数 は 3．2 ％ で あ っ た ．

　 4・3・2　分離能 の 向上 　　 こ こ ま で に 用 い た カ ラ ム は ，

分 離 と吸 着 と を 兼ね て用 い て い るた め ， 内部 の 金 属線 の

影響 で カ ラ ム 効率が 低 い （HETP ≒ 1，5cm ）．含酸素化

合物を吸着させ る た め に は ， カ ラ ム の 長 さ は 短 くて も よ

い こ とを 知 っ た の で ，分 離能 を 向上 させ る た め に ， 通 常

の 毛管式分 離管 （ウ ィ ス カー
壁）の 出 口 に 電場 を 印加で

ぎ る短 い カ ラ ム を 接続す る 方式 を検討 し た ．こ の 毛管式

分離管 で 分 離後，短い カ ラ ム で 含酸素化 合 物 を 吸着 させ

る 方式 で の カ ラ ム 効率は ，
Table 　1 に 示 した よ うに ， 極

め て 向上 され て い る．又 ，
Fig ・6 に 示 し た よ うに 分 離
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一

〔7）

Fig．4

Time ，　 min

Chromatogram80f 　food　oil　fraction　spiked

with 　 aromatic 　hydrocarbons （250　ppm ）

（1）Position　 of 　ethyrbe 皿 zeneJ 　（2）Posi 匚ion 　 of 　 styrene ；

（3）Pos ｛tion 　 of 【r−methylstyrcnei 　 Sample 　 size ： 1Fl

Fig．6

02 　　 4Time

，　 min

Chromatograms

esters
，
　ketones

〔s）

Fig．5

一

〇　　　 4　　　 8

　　Time，　 min

Ghromatograms　of 　fQod　oit　fracLion　spiked
with 　 aromatic 　hydrocarbons 　 under 　 electric

field （150　V 　DC ）

（【）Po3ition　 of 　ethylbenzene ；　（2）Positien 　 of 　styrenc ；

（3）Position 　 of 　 a −methylstl ・rcnc ；　 Sample 　 size ： lpl

騨」

　of 　aromatic 　hydrocarbons
，

and 　aldehydes

（1） Buty工 acetate ；　 （2） Amyl 　 acetate ；　 （3） Hexyl

acetate ； （4） Ethy且benZcne； （5） Styrene； （5） α 一
MethylStyrene ；　 （7） Ethyl　isobuty且ketOnc；　 （B） 2−
Ethylhexanal； （A ） Without 　 electric 　ficld； （B）With
electric 　field（1SOVDC ）； Column ； p−Azoxydianisor
（18m × U．35mm 　 i、d、，　 wh ；sker 　 vvall 十 2．5m ×0．35　mm
i．d．，　Ni−wire ）i　Sample ： lp 且 （2000ppm 　in　cthcr

solution ）

も よ くな り， 含酸素化合物 も十 分 除去 で き る こ とが分か

っ た ．

実際 の 試料への 応用 の 1例 と して ，イ ン ス タ ン ト食品

で ，ポ リス チ レ ン 容 器 に 保存 され て い る 揚 め ん 中 の ス チ

レ ン な どを 分析 した．

4・3。3 揚 め ん 中の ス チ レ ン 分析用試 料の調製　 ポ リ

ス チ レ ン 容 器 中 の 揚 め ん 全量 80g を ソ
ッ

ク ス レ ー
抽出

器 を 用 い ジ エ チ ル エ
ー

テ ル で 抽出 し ， 濃縮 し て 3ml に

した，

こ の 試料 の lpl を P一ア ゾ キ シ ジ ア ニ ソ ール カ ラ ム

Table 　2Analytical 　 result 　 of

hydrocarbons

aromatlC

Table 　 l　 ColUmn 　 e伍 ciency
Ruu

一

ColUmn （StatiOnary　phase ） N （pla しcs ）　 HETP （c 皿 ）

0．Ssmm 　i．d．X40m ，　 Ni
（P−azo 】cydia ロisel）
O．35m 皿 i．d．× 18m ，
十 〇．35mmi ．d．× 3 叫

（p−azoxydianisol ）

0．20mmi ．d．× 且8m ，

wi 【ewhlsker

　waU

Ni　wire

十 〇．35mmi ．d．xl ．5m ，
（P−azoxydianisol ）

0．35mm 　 i．d．　X 　20 　m ，　 whisker 　 wall

十〇．35mm 　 i．　d．x2 ．5m ，　 Ni　 wire

〔4，　4t −diamylOXyaZOxybenZene ）

whisker 　wall

　　Ni　 yvirc

280DL5
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1．s

O．13

0．07

（A ）

（B ）

｛
　IIIIIIav

，
dev．（％）

　E山 yl・
b聞 zε neO

」 15ppmo

．r140
．IL90
」 17ppml

．250
．ll4ppm

　　COmPOunds
　

・・y ・・n ・

α

：黜 ぎ
”

隗 1；
0．092ppnl
O．OB80
．OB60
・089ppm2
，540
・OBgppm

ND †

NDNDND

ND

0・0［7PPll1

0．OI80
．0190
・e19ppm4
．s4

13SOO 0．15
（A ）P−Az。xydia “ is。置 column 　at 　122°C 　und じ r　250　V 　DC ；　 （B ）

4，4尸一Diamyloxyazoxybenzene 　 column 　 at 　870G 　 under 　 500　V 　DC ；

†　ND 　 was 　 nO し detectable，

N 工工
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報　 文 渡 部， 鈴木 ， 荒 木 ：GC に お け る 高 誘 電 率 妨 害 成 分 の 直 流 電 場 印 加 法 に よ る 除 去 579

L

に 注 入 し分析 し た．印加電 圧 250V で 得 られ た 結果 を

Table 　 2 に 示 L た ． こ れ ら の 分析値 の 変動係数 は 5 ％

以 内で あ っ た ，な お ， 溶出成 分確 認 の た め に ，分離 カ ラ

ム に 用 い る 固定相 を替え ， す な わ ち ，
4

，
4’一ジ ア ミ ロ キ

シ ア ゾキ シ ベ ン ゼ ン カ ラ ム 　（500V 印加，ネ マ テ ィ ッ ク

液晶）を用 い て 分析 した．こ の カ ラ ム を 用 い て 得 られ た

定量結果 （Table 　2）は p一ア ゾ キ シ ジ ァ ニ ソ
ー

ル カ ラ ム

の 分析値 と よ く
一

致 し て い た ．

5 結 論

　 液晶 を 固定相 と した カ ラ ム に 直流電場 を 印加す る こ と

で ， 比 誘 電率 の 大 き い 化 合 物 ほ ど，大 き な 吸 着 量 が 大 き

くな る こ とを示 し て きた．こ の 現象 の 応用 と して ， 食用

油中 に 溶存す る 微量 の 芳香族炭化水素 の 分析 を 行 っ た．

食用油中 の 低沸点成分 と し て 含酸素化合物 が 予想 され ，

こ れ は 芳香族炭化水素 の 分 析 に 妨害成分 とな る． 10 種

類 の 含酸素化合物で の 検討 の 結果 ，
2％e まで 試料中に 存

在 し て も， 電場 の 印加 で ク PV ト グ ラ ム 上 か ら除去 で き

る こ とを 示 した．又 ， こ の 電場 の 印加 に よ るエチ ル ベ ソ

ゼ ン
，

ス チ レ ソ ，α
一メ チ ル ス チ レ ン の 検量線 へ の 影響は

な く，十分定量可 能 で あ る こ とを示 した ，

　 含酸素化合物 の 除去 は カ ラ ム を短 く し て も可 能 で あ る

こ と を 知 っ た の で ，通 常 の 毛管式 分 離管 の 後 に 短 い 吸着

用 カ ラ ム を接続す る方法 を 採用 し た．こ の 方法 は，吸着

と分離を兼用 に し た カ ラ ム に 比 ぺ ，カ ラ ム 効率が格段 に

向 上 し，カ ラ ム の 取 り扱 い が 簡便 に な っ た 外，分 離 管 の

選択が広範囲 に な る な どの は ん 用 性の 高くな る こ とが期

待 で きる ．実試料 へ の こ の 方法 の 応用 と して ，
ポ リス チ

レ ソ 容器 に 保存 され て い る イ ソ ス タ ン ト食品 の 揚 め ん 中

の ス チ レ ン な ど の 分析を 行 っ た ．

　こ の 検討 の 結果，液 晶を 固定相 と し ， 直流電場 を 印 加

し た カ ラ ム は ，含酸素化合物 と共存す る 芳 香族炭化水素

の 分析に 有効である こ とが分か っ た，

　　　　　　　　　懼 言雛 愚 笹£ 聡裏）
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　 EI励 旧 tio 皿 　of 　highly　pdlar 　eompou 且 d6　a8

interferences　 through 叩 plication　 of 　DC 　 electric

丑eld   皿 liqUld 　crystal 　stationary 　 phase 　董n 　ga5
chrornatography ．　（Liquid 　 crystals 　 as 　the 　 stationary

phase　in　gas　chromatography ．　III．） Katsunori　WATABE ，
Shigetaka　SuzuKI＊ and 　Shun　ARAK1＊＊

（
＊Department　of

Industrial　 Chemistry，　 Faculty　 of 　Technology
，
　 Tokyo

Metropolitan 　University，
2−1−1

，　Fukasawa ，　Setagaya −

ku
，
　 Tokyo ；　

＊＊Department 　 of 　 Indus廿 iaI　 Analytical
Ghemistry

，
　Faculty　of 　Technology，　Yokohama 　National

University，156，　Tokiwadai，　Hodogaya −ku，　Yokohama −

shi ，　 Kanagawa ）
　 In　the 　 series 　 of 　our 　investigation　on 　a 　liquid　crysta1

as 　the　stationary 　phase　in　gas　chro 皿 atography ，　it
was 　fbund　 that 　 the 　 compounds 　 with 　high　dielectric
constant 　 are 　 adsorbed 　in　the 　column 　when 　 a 　DG 　electric

field　is　apPlied 　 to 　it　and 　at 　that 　ti皿 e　the 　liquid　 crystal

should 　be　 or 　 should 　have 　been 　 changed 　to　 a　 nematic

mesophase 　by　the 　elec 廿ic　丘eld ．　 In　this　 report ，
an 　 applicatiQn 　 of 　 this　 phenomenon 　 is　 described　 fbr

dcte  ination　 of 血 e　 lower−dielectric　 compounds 　 co−

existing 　 wi 山 Iarge　 amounts 　 of 　 the 　 highe卜 dielectric
ones ： by　making 　the 　 higher−didectric　 compounds

adsorbed 　 in　 the 　 column 　 under 　 the　 electric 丘eld ，　 the

lower−dielectric　 oncs 　 were 　 separated 　 and 　 de しermined

without 　 any 　 interference　 from 　 the　 higher−dielectric
ones ．　 Some 　aro 皿 atic 　hydrocarbons 　present　in　a　food　oil
were 　 determined ．　 The 　 calibration 　 curves 　 were 　 linear
fbr　the 　hydrocarbons 　undcr 　the 　electric 　field，　 and 　the
interfercnce　 from 　 polar　 and 　 volatile 　compounds 　 in

the　fbod　oil　 could 　be　 avoided ．　 Furthermore
，
　 styrene ，

ethylbenzene
，

α
一methylstyrene 　 and 　 propylbenzene 　in

the 　ex に act 価 m 　the　flied　noodlc 　packed 　in　a 　polystyrene
container 　 were 　 detcrmined．
　　　　　　　　　　　　 （Received 　 Dec ．26

，
1979）
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Aromatic 　hydrocarbon

Diclcctric　 constant
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Gas 　 chromatography
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Oxygen　 contained 　compound
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